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AXIS Audio Manager Proとは

AXIS Audio Manager Proを使用すると、大規模で高度な音声の設置を1つのポイントから制御でき
ます。ゾーン、音声ソース、スケジュールを設定できます。

現現在在、、AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo 44をを使使用用ししてていいまますすかか??
• バージョン5にアップグレードするには、を参照してください。

現現在在、、AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo 33をを使使用用ししてていいまますすかか??
• バージョン4にアップグレードするには、を参照してください。
• 製品を使用する方法の説明については、AXIS Audio Manager Pro 3ユーザーマニュアルを参

照してください。

AXIS Audio Manager Pro

https://help.axis.com/axis-audio-manager-pro-3
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最新情報

AXIS Audio Manager Proの各リリースの新規機能については、help.axis.com/en-us/whats-new-in-
axis-audio-manager-proを参照してください。

AXIS Audio Manager Pro

https://help.axis.com/whats-new-in-axis-audio-manager-pro
https://help.axis.com/whats-new-in-axis-audio-manager-pro
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システム要件

AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo CC77005500を使用していない場合は、サーバーには以下を推奨します。
• プロセッサー:Intel® Core™ i3
• メモリ：8 GB
• ストレージ：128 GB SDD
• オペレーティングシステム:Microsoft Windows 10、Windows 10 IoT 2016 LTSB、Windows

11、Windows Server 2016、2019、2022、2025
• 仮想マシンに対応：

– プラットフォーム：VMware ESXi、Microsoft Hyper-V、Microsoft Windows
Datacenter

– 仮想マシンは上記の仕様を満たし、少なくとも4つの仮想CPU (vCPU) が設定されて
いる必要があります。

クライアント用推奨ブラウザー:
• Google Chrome
• Microsoft Edge

AXIS Audio Manager Pro



7

使用に当たって

インストール

AXIS Audio Manager Proのインストール:
1. axis.com/products/axis-audio-manager-proに進みます。

2. インストールファイルをダウンロードして実行します。

アプリケーションの起動

1. Windows®のシステムトレイで、 > > [[OOppeenn AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo CClliieenntt
((AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrrooククラライイアアンントトをを開開くく))]] の順にクリックします。

2. パスワードを入力してログインします。

ネットワークの設定

すべてのデバイスは、AXIS Audio Manager Proがインストールされているサーバーと同じマルチ
キャストドメインに接続されている必要があります。

サーバーとすべてのデバイス間の音声ストリーミングは、マルチキャストを使用しています。デ
フォルトの範囲は239.0.0.0～239.0.0.254です。

十分な帯域幅が予約済みであることを確認してください。マルチキャストストリームごとの最大
消費量は443 kbpsです。

ポポーートト TTCCPP UUDDPP 調調整整可可能能 説説明明

443 x x Web UI 1

5433 x x システムポート2

6992 x システムポート3

6999, 6998 x システムポート

6999 x システムポート
(マルチキャスト
音声ストリーミ
ング)

7010 x x システムポート2

5060 x x x SIP 4

5061 x x SIP TLS

8992 x 内部HTTPプロキ
シポート

30000–31999 x x SIP呼び出し用の
RTPストリーム

1 デフォルトのポートがすでに使用されている場合、ユーザーはAXIS Audio Manager Proをインス
トールするときに別のポートを選択する必要があります。
2 デフォルトのポートがすでに使用されている場合は、次に使用可能なポートが使用されます。

AXIS Audio Manager Pro

https://www.axis.com/products/axis-audio-manager-pro#download-block


8

3 デフォルトのポートがすでに使用されている場合、サーバーログをキャプチャーするための
TraceviewアプリケーションはAXIS Audio Manager Proサーバーに接続できません。
4 SIPサーバーのデフォルトのポートは5060です。別のポートを選択することもできます。複数の
SIPサーバーを設定する場合は、サーバーごとに1つのポートが必要です。

ネットワークを設定する:
1. AXIS Audio Manager Proクライアントに移動します。

– を参照してください

2. マルチキャスト範囲を変更する必要がある場合は、 [[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]]
> [[AAuuddiioo aanndd ssttrreeaammiinngg ((音音声声ととスストトリリーーミミンンググ))]] の順に移動して変更します。

3. [[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]] > [[NNeettwwoorrkk ((ネネッットトワワーークク))]] の順に移動します。

4. [[NNEETTWWOORRKK IINNTTEERRFFAACCEE ((ネネッットトワワーーククイインンタターーフフェェーースス))]] で、サーバーと同じIPアドレス
を選択します。
AXIS Audio Manager Proは、ネットワークを介して音声デバイスと通信します。サーバー
に複数のネットワークインターフェース (例: 社内LAN用に1つ、音声ネットワーク用に1つ)
が存在する場合は、音声データ用に適切なインターフェースを選択する必要があります。
[[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]] >> [[NNeettwwoorrkk ((ネネッットトワワーークク))]] >> [[NNeettwwoorrkk iinntteerrffaaccee
((ネネッットトワワーーククイインンタターーフフェェーースス))]] に移動し、以下に使用するネットワークインター
フェースを指定します。
– サーバーとデバイス間の音声通信
– SIPトラフィック

注
インターフェースが選択されていない場合、Windowsがルーティングテーブルとインター
フェースの優先度に基づいて選択します。これにより、複数のインターフェースが利用可能な
場合はマルチキャストまたはユニキャストのトラフィックが誤ったネットワーク経由で送信さ
れることがあります。

5. Webからコンテンツをストリーミングする場合は、 [[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]]
> [[PPrrooxxyy ((ププロロキキシシ))]] に移動し、プロキシ設定を定義します。

デバイスの準備

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

Axisデバイスの準備:
1. AXIS Device Manager Clientを実行します。

– AXIS Device Managerをダウンロードしてインストールするには、axis.com/
products/axis-device-managerに移動します。

2. AXIS Device Managerが起動すると、自動的にデバイスが検索されます。

– 手動で検索を開始するには、 をクリックします。
– デバイスが見つからない場合は、ネットワーク設定を確認してください。を参照し

てください。
– アプリケーションで一部のデバイスのAXIS OSバージョンが古いことが通知された場

合は、リンクをクリックして最新バージョンにアップグレードしてください。

AXIS Audio Manager Pro
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– 追加するデバイスを選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックして、[FFiinniisshh ((完完了了))] をク
リックします。

3. デバイスのパスワードを設定する手順:

3.1. すべてのデバイスを選択し、 をクリックします。
3.2. ユーザー名とパスワードを入力し、[OOKK] をクリックします。

4. デバイスにアプリケーションファイルをインストールする手順:
4.1. リストのすべてのデバイスを選択します。
4.2. 選択内容を右クリックし、[IInnssttaallll CCaammeerraa AApppplliiccaattiioonn...... ((カカメメララアアププリリケケーーシショョンン

ののイインンスストトーールル......))] を選択します。
4.3. サーバー上の次のフォルダーを参照します。

\Program files\Axis Communications\AXIS Audio Manager Pro\Manager
\Firmware\

4.4. AXIS_Audio_Manager_Pro_*_mipsisa32r2el.eapファイルを選択し、[[OOKK]] を
クリックします。
これにより、以下の装置にアプリケーションがインストールされます。
– AXIS C8033 Network Audio Bridge
– AXIS C2005 Network Ceiling Speaker
– AXIS C1004-E Network Cabinet Speaker

注
他の種類の装置を使用している場合は、装置で別のアプリケーションを使用しているため、エ
ラーメッセージが表示されます。これは問題ではありません。エラーメッセージを閉じて続行
します。
この解決策を推奨する理由は、選択したアプリケーションファイルに適用されるデバイスのみ
を選択するよりも、すべてのデバイスを選択する方が簡単だからです。

4.1. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
4.2. [NNoo ((いいいいええ))] をクリックし、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
4.3. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。
4.4. すべてのデバイスを再度選択して右クリックし、[IInnssttaallll CCaammeerraa AApppplliiccaattiioonn...... ((カカ

メメララアアププリリケケーーシショョンンののイインンスストトーールル......))] を選択します。
4.5. コンピューター上のこのフォルダーを参照します。

\Program files\Axis Communications\AXIS Audio Manager Pro\Manager
\Firmware\

4.6. AXIS_Audio_Manager_Pro_*_armv7hf.eapファイルを選択し、[[OOKK]] をクリッ
クします。
これにより、以下の装置にアプリケーションがインストールされます。
– AXIS C1310-E Network Horn Speaker
– AXIS C1410 Network Mini Speaker
– AXIS C1210-E Network Ceiling Speaker
– AXIS C1211-E Network Ceiling Speaker
– AXIS C1510 Network Ceiling Speaker
– AXIS C1511 Network Ceiling Speaker
– AXIS C1610-VE Network Sound Projector
– AXIS C8110 Network Audio Bridge
– AXIS C8210 Network Audio Amplifier
– AXIS D3110 Connectivity Hub

AXIS Audio Manager Pro
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注
他の種類の装置を使用している場合は、装置で別のアプリケーションを使用しているため、エ
ラーメッセージが表示されます。これは問題ではありません。エラーメッセージを閉じて続行
します。
この解決策を推奨する理由は、選択したアプリケーションファイルに適用されるデバイスのみ
を選択するよりも、すべてのデバイスを選択する方が簡単だからです。

注
手順4.10に記載されているデバイスの1つをAXIS OS 11.xで使用していて、アプリのインストー
ルに問題がありますか?
その場合は、それらのデバイスのWebインターフェースを開き、[AAppppss ((アアププリリ))] に移動し、
[AAllllooww rroooott--pprriivviilleeggeedd aappppss ((rroooott権権限限ののああるるアアププリリをを許許可可))] がオンになっていることを確認
します。新しいデバイスまたは工場出荷時の設定にリセットされたデバイスをオンボードする
とき、これは特に重要です。

4.1. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
4.2. [NNoo ((いいいいええ))] をクリックし、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリックします。
4.3. すべてのデバイスを再度選択して右クリックし、[IInnssttaallll CCaammeerraa AApppplliiccaattiioonn...... ((カカ

メメララアアププリリケケーーシショョンンののイインンスストトーールル......))] を選択します。
4.4. コンピューター上のこのフォルダーを参照します。

\Program files\Axis Communications\AXIS Audio Manager Pro\Manager
\Firmware\

4.5. AXIS_Audio_Manager_Pro_*_aarch64.eapファイルを選択し、[[OOKK]] をクリッ
クします。
これにより、以下の装置にアプリケーションがインストールされます。
– AXIS D6310 Air Quality Sensor
– AXIS C1710 Network Display Speaker
– AXIS C1720 Network Display Speaker
– AXIS D4200 Network Strobe Speaker
– AXIS D4100-VE MK II Network Strobe Siren (ストロボのみ)
– AXIS XC1311 Explosion-Protected Horn Speaker
– AXIS C1310-E Mk II Network Horn Speaker
– AXIS C1410-E Mk II Network Mini Speaker
– AXIS C1110-E Network Cabinet Speaker
– AXIS C1111-E Network Cabinet Speaker
– AXIS D3110 Mk II Connectivity Hub

4.1. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
4.2. [NNoo ((いいいいええ))] をクリックし、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリックします。

5. デバイスの再起動:
5.1. 使用するすべてのデバイスを選択します。
5.2. 選択内容を右クリックし、[RReessttaarrtt ((再再起起動動))] をクリックします。
5.3. [[ははいい] をクリックして確認します。

6. 以下の手順に従って、デバイスでAXIS Audio Manager Proアプリケーションを設定して
サーバーに接続します。
6.1. 使用するすべてのデバイスを選択します。
6.2. 選択内容を右クリックし、[CCoonnffiigguurree DDeevviicceess ((デデババイイススのの設設定定))] > [CCoonnffiigguurree......

((設設定定......))] を選択します。
6.3. 検索フィールドに「audiomanagerpro」と入力します。

AXIS Audio Manager Pro
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6.4. [PPrriimmaarryy sseerrvveerr iipp aaddddrreessss ((ププラライイママリリササーーババーーIIPPアアドドレレスス))] フィールドに、AXIS
Audio Manager Proが実行されているサーバーのIPアドレスを入力します。

6.5. [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックし、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリックします。
2N SIP Micを使用するには、ファームウェアバージョン1.17.0以降にアップグレードする必要があ
ります。

詳細については、2N SIP Micユーザーマニュアルを参照してください。

サイトを設定する

ネットワークを設定してデバイスを準備したら、サイトを設定する準備が整っています。

推奨ワークフロー:
1.
2.
3.
4.
5.

ライセンスのアクティブ化

AXIS Audio Manager Pro をトライヤルモードで90日間使用できます。無料トライアル期間終了
後、サーバーの登録とライセンスが必要になります。Axisの販売会社よりライセンスをご購入いた
だけます。

ライセンスのアクティブ化:
1. AXIS Audio Manager Proで、[[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]] > [[LLiicceennssee ((ラライイセセンンスス))]]

に移動します。
2. [シシスステテムムフファァイイルルののエエククススポポーートト] をクリックします。

.alfファイルが生成され、ダウンロードされます。
3. AXIS License Manager (lm.mysystems.axis.com) に移動し、MyAxisアカウントを使用してロ

グインします。
4. [[UUppllooaadd ssyysstteemm ffiillee ((シシスステテムムフファァイイルルををアアッッププロローードド))]] をクリックし、AXIS Audio

Manager Proサーバーを登録するためのシステムファイルを選択します。
5. ウィザードの指示に従ってサーバーを登録します。
6. ライセンスモデルとシステムのサイズによって、デバイスライセンスの引き換えと割り当

てが必要になる場合があります。
– Subscription license (サブスクリプションライセンス): [[PPrroodduucctt WWaalllleett ((製製品品ウウォォ

レレッットト))]] でライセンスを引き換えて、 [[PPrroodduucctt lliicceennssiinngg ((製製品品ラライイセセンンスス))]] で
サーバーに割り当てます。

– Tied-to-hardware license (ハードウェアに紐付けされたライセンス):ハードウェアに
付属している数より多くのデバイスが必要な場合は、[[PPrroodduucctt WWaalllleett ((製製品品ウウォォ
レレッットト))]]で拡張ライセンスを購入し、[[PPrroodduucctt lliicceennssiinngg ((製製品品ラライイセセンンスス))]] でサー
バーに割り当てます。

– AXIS Audio Manager Pro4レガシーライセンス:バージョン4からアップグレードする
と、ライセンスに無制限の数のデバイスが含まれます。追加のライセンスは不要で
す。

7. サーバーを登録し、ライセンスを追加したら、[[SSyysstteemm sseettuupp ((シシスステテムム設設定定))]] タブに移動
し、ライセンスファイルをダウンロードします。
.adfファイルが生成され、ダウンロードされます。

8. ライセンスファイルをAXIS Audio Manager Proにインポートします。
これでサーバーにライセンスが適用されます。

AXIS Audio Manager Pro
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注
AXIS Audio Manager Pro C7050、またはAXIS Audio Manager Pro 4の永久ソフトウェアライセン
スを購入した場合は、AXIS Audio Manager Proを更新して使用を継続できます。サーバーを登
録するには、上記の手順に従う必要があります。

ライセンスオプションの詳細については、以下をご覧ください。
help.axis.com/axis-license-guide
axis.com/axis-subscription

AXIS Audio Manager Pro
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デバイスの追加と整理

デバイスを追加する前に、デバイスが使用の準備ができていることを確認してください。を参照
してください。

デバイスは、物理ゾーンに属している場合にのみシステムで使用できます。物理ゾーンは階層で
作成できます。ゾーンをクリックして新しいゾーンを作成すると、新しいゾーンはサブゾーンに
なります。階層は、最大10レベルの深さまで可能です。

ゾーン構造を作成する前に、音声システムの使用方法について考える必要があります。たとえ
ば、学校で「全教室」というゾーンを作成し、その中に各教室のサブゾーンを作成します。これ
により、「すべてのクラスルーム」ゾーンのみで作業することで、すべてのクラスルームで同時
に音量調整やコンテンツ再生ができます。

注
デフォルトでは、すべての音声がサーバーから装置にマルチキャストでストリーミングされま
す。システムの一部でユニキャストを実行する必要がある場合は、マルチキャストを無効にで

きます ([PPhhyyssiiccaall zzoonneess ((物物理理ゾゾーーンン))] に移動して、 をクリックします)。ユニキャストは、
サーバーのリソースとネットワークの容量をより多く必要とすることに注意してください。

1. [[PPhhyyssiiccaall zzoonneess ((物物理理ゾゾーーンン))]] に移動します。

2. [ZZOONNEESS ((ゾゾーーンン))] で、ツリー構造内のロケーションをクリックします。

3. をクリックして、新しい物理ゾーンを作成します。
4. デバイスを物理ゾーンに追加するには、ツリー構造でデバイスのロケーションを選択し、

[++ DDEEVVIICCEE ((デデババイイススをを追追加加))] をクリックします。

デバイスの識別

デバイスでテストトーンを再生して、スピーカーの位置を簡単に確認できます。

1. [PPhhyyssiiccaall zzoonneess ((物物理理ゾゾーーンン))] に移動します。

2. デバイスの をクリックし、テストトーンの再生時間を選択します。

AXIS Audio Manager Pro
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ユーザーまたはグループの追加

AXIS Audio Manager Proでユーザーやグループを追加し、それぞれがアクセスできる内容を管理す
ることができます。

まず、Microsoft Windows®またはActive Directory (AD) にユーザーまたはグループを追加する必要
があります。Windows®でユーザーまたはグループを追加する方法は、使用しているWindows®の
バージョンによって異なります。Microsoftのサイトの指示に従ってください。Active Directoryド
メインネットワークを使用している場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrrooででユユーーザザーーままたたははググルルーーププをを追追加加すするる

1. [UUsseerr mmaannaaggeemmeenntt ((ユユーーザザーー管管理理))] に移動します。

2. [++ UUSSEERR OORR GGRROOUUPP ((ユユーーザザーーままたたははググルルーーププ))] をクリックします。
WindowsまたはADのユーザーリストから、利用可能なユーザーとグループを確認すること
ができます。

3. このリストからユーザーまたはグループを選択するか、複数のユーザーを同時に選択しま
す。

4. 選択したユーザーまたはグループに1つ以上の役割を割り当てます。次の3つの役割から選
択することができます。
– AAddmmiinniissttrraattoorr ((管管理理者者)):設定を含むすべての機能にアクセスすることができます。
– ココンンテテンンツツ管管理理者者スケジュールへのアクセスや音声ファイルの管理が可能です。
– 再再生生オオペペレレーータターー:音量制御へのアクセスと音楽ソースの選択が可能です。

5. [AADDDD ((追追加加))] をクリックして、選択したユーザーまたはグループに役割を割り当てます。

注
AXIS Audio Manager Proを実行するコンピューターの管理者には、AXIS Audio Manager Proに
対する管理者権限が自動的に付与されます。管理者の権限を変更または削除することはできま
せん。

AXIS Audio Manager Pro
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コンテンツのスケジュール

[[SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((ススケケジジュューールルとと送送信信先先))]] は、音声コンテンツを計画する場所で
す。

送信先を作成して、音声コンテンツの再生場所を定義します。複数の物理ゾーンと個々のスピー
カーを追加できます。

送信先を作成したら、アナウンスや音楽を再生するスケジュールを追加できます。ページングを
行う場合は、送信先にページングソースを追加します。

アナウンスのスケジュールを設定する

例:
学校では、平日の8時30分と16時30分に、学期中、全校舎でベルを鳴らす場合があります。

1. [[AAnnnnoouunncceemmeennttss ((アアナナウウンンスス))]] に移動します。
2. サウンドファイルをライブラリに追加するには、[++ AAUUDDIIOO FFIILLEESS ((音音声声フファァイイルルのの追追加加))]

をクリックします。

3. プレイリストを作成するには、[[PPLLAAYYLLIISSTTSS ((ププレレイイリリスストト))]]で、 をクリックします。
4. 送信先を作成する:

4.1. [[SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((ススケケジジュューールルとと送送信信先先))]] に移動します。

4.2. [DDEESSTTIINNAATTIIOONNSS ((送送信信先先))] で、 をクリックします。
4.3. 送信先に名前を付けて、[CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。

5. イベントを作成する:
– [++ EEVVEENNTT ((++ イイベベンントト))] をクリックします。
– イベントに名前を付けます。
– [SSoouurrccee ttyyppee ((ソソーーススののタタイイププ))] で、[AAnnnnoouunncceemmeenntt ((アアナナウウンンスス))] を選択しま

す。
– 再生内容を選択する:

– SSiinnggllee ffiillee ((単単一一フファァイイルル)) - ライブラリから音声ファイルを選択します。

– PPllaayylliisstt ((ププレレイイリリスストト)) - プレイリストを選択します。
– イベントの色を選択します。
– [TTiimmee sscchheedduulliinngg ((タタイイムムススケケジジュューールル))] で、アナウンスを再生する時刻を選択し

ます。
アナウンスの発生を追加するには、[++ OOCCCCUURRRREENNCCEE ((発発生生をを追追加加))] をクリックしま
す。

– イベントの優先度を選択します。
競合が発生した場合にイベントをキューに入れるには、[PPllaayy llaatteerr iinn ccaassee ooff
ccoonnfflliicctt ((競競合合のの場場合合はは後後でで再再生生すするる))] を選択します。優先度のより高い別のイベン
トが同時に再生される場合、そのイベントが先に再生され、今作成したイベントが
その後に再生されます。このチェックボックスをオンにしない場合、優先度の高い
方のイベントのみが再生されます。

– [RRaannggee ooff rreeccuurrrreennccee ((繰繰りり返返ししのの範範囲囲))] で、アナウンスが最初に再生される日付
を選択します。

– [RReeppeeaatt ((繰繰りり返返しし))] で、アナウンスを繰り返す頻度を選択します。
– [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。
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– をクリックして、スケジュールビューを終了します。
6. [TTAARRGGEETTSS ((対対象象))] に移動します。
7. アナウンスを再生する場所を選択します。

外部出力ストリームを使用する場合は、[PPhhyyssiiccaall zzoonneess ((物物理理ゾゾーーンン))] で新しいストリー
ムを設定できます。

音楽のスケジュールを設定する

まず、プレイリスト、Webストリーム、デバイスソース、またはサーバーソースを設定すること
で、再生するコンテンツを定義します。その後、コンテンツをいつどこで再生するか、スケ
ジュールを設定します。

WebストリームまたはRTPストリームを使用する場合は、プロキシを設定してください。を参照し
てください。

音音声声フファァイイルルかかららププレレイイリリスストトをを作作成成すするる

1. 音声ファイルをサーバーに追加するには、 [[MMuussiicc ((音音楽楽))]] > [[LLiibbrraarryy ((ラライイブブララリリ))]] の
順に移動します。

2. 音声ファイルを整理するためのフォルダーを作成できます。
フォルダーを作成するには、[CCRREEAATTEE FFOOLLDDEERR ((フフォォルルダダーーのの作作成成))] をクリックします。

3. 音声ファイルをライブラリに追加するには、[++ AAUUDDIIOO FFIILLEESS ((音音声声フファァイイルルをを追追加加))] をク
リックします。
– サポートされている形式：mp3、mp4、MPEG、aac、wma、ogg、flac、wav

4. [[PPLLAAYYLLIISSTTSS ((ププレレイイリリスストト))]] > の順にクリックします。
5. プレイリストに名前を付け、[CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。
6. ライブラリからファイルを追加するには、[++ FFRROOMM LLIIBBRRAARRYY ((ラライイブブララリリかからら追追加加))] をク

リックします。

7. Webからファイルを追加するには、 > [AAdddd ffiilleess ffrroomm UURRLL ((UURRLLかかららトトララッッククをを追追加加))] を
クリックします。
– サポートされている形式：mp3、mp4、MPEG、aac、wma、ogg、flac、wav

WWeebbスストトリリーームムをを再再生生すするる::

1. [[MMuussiicc ((音音楽楽))]] > [[WWEEBB SSTTRREEAAMMSSSS ((WWeebbスストトリリーームム))]] の順に移動します。

2. をクリックします。
3. [WWeebb ssttrreeaamm ttyyppee ((WWeebbスストトリリーームムのの種種類類))] で、[IInntteerrnneett rraaddiioo ((イインンタターーネネッットトララジジ

オオ))] を選択します。
4. Webストリームに名前を付けます。
5. WebストリームのURLを入力します。

– サポートされている形式：M3U、M3U8、PLS、ASX
6. [CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。
7. ストリームバッファサイズを調整します。
8. 音声品質を選択します。
9. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

RRTTPPスストトリリーームムをを再再生生すするる::

1. [[MMuussiicc ((音音楽楽))]] > [[WWEEBB SSTTRREEAAMMSSSS ((WWeebbスストトリリーームム))]] の順に移動します。
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2. をクリックします。
3. [WWeebb ssttrreeaamm ttyyppee ((WWeebbスストトリリーームムのの種種類類))] で [RRTTPP ssttrreeaamm ((RRTTPPスストトリリーームム))] を選択しま

す。
4. Webストリームに名前を付けます。
5. リスニングポートを入力します。
6. [CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。
7. 受信RTPストリームのフォーマットに合わせてコーデックの設定を行います。
8. ストリームソースがマルチキャストアドレスを使用する場合は、[MMuullttiiccaasstt IIPP aaddddrreessss ((ママ

ルルチチキキャャスストトIIPPアアドドレレスス))] をオンにして、マルチキャストIPを入力します。
9. アクセスを制限するには、ソソーーススIIPPアアドドレレススをオンにし、サーバーがストリームを受け入

れるIPアドレスを入力します。
10. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

音音声声ブブリリッッジジをを使使用用ししててデデババイイススかからら音音楽楽ををスストトリリーーミミンンググすするる::
1. 携帯電話などのデバイスをシステムの音声ブリッジまたはアンプのライン入力に接続しま

す。
2. WebブラウザーにデバイスのIPアドレスを入力して、音声ブリッジまたはアンプのデバイ

スインターフェースに移動します。
3. [DDeevviiccee sseettttiinnggss >> GGeenneerraall ((デデババイイススのの設設定定>> 一一般般))] に移動し、[AAuuddiioo mmooddee ((音音声声モモーー

ドド))] から [FFuullll dduupplleexx ((全全二二重重))] または [SSiimmpplleexx -- mmiiccrroopphhoonnee oonnllyy ((単単方方向向 -- ママイイククのの
みみ))] を選択します。

4. [IInnppuutt ((入入力力))] に移動し、入力ゲインを調整します。

5. AXIS Audio Manager Proで、 [[MMuussiicc ((音音楽楽))]] > [[DDEEVVIICCEE SSOOUURRCCEESS ((デデババイイススののソソーースス))]]
の順に移動して、デバイスのソースを確認します。

WWiinnddoowwss®®オオペペレレーーテティィンンググシシスステテムムのの音音声声デデババイイススかからら音音楽楽ををスストトリリーーミミンンググすするる::

1. [[MMuussiicc ((音音楽楽))]] > [[SSEERRVVEERR SSOOUURRCCEESS ((ササーービビススののソソーースス))]] の順に移動します。

2. をクリックします。
3. ソースに名前を付けます。
4. [AAuuddiioo ddeevviiccee ((音音声声デデババイイスス))] で、使用する入力デバイスを選択します。利用可能なデバ

イスが自動的に検出されます。
5. [CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。

ココンンテテンンツツののススケケジジュューールル::

1. [[SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((ススケケジジュューールルとと送送信信先先))]] に移動します。

2. [DDEESSTTIINNAATTIIOONNSS ((送送信信先先))] で、 をクリックします。
3. 送信先に名前を付けて、[CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。
4. [++ EEVVEENNTT ((++ イイベベンントト))] をクリックします。
5. スケジュールに名前を付けます。
6. [SSoouurrccee ttyyppee ((ソソーーススのの種種類類))] で、[MMuussiicc ((音音楽楽))] を選択します。

7. [SSeelleecctt ssoouurrccee ((ソソーーススのの選選択択))] で、ソース (プレイリスト、Webストリーム、デバイス
ソース、サーバーソース) を選択します。
複数のソースを選択し、ダッシュボードからソースを切り替えることができます。詳細に
ついては、を参照してください。

8. 音楽を再生する時間を定義し、[SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。
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9. をクリックして、スケジュールビューを終了します。
10. [TTAARRGGEETTSS ((対対象象))] に移動し、音楽を再生する場所を定義します。

外部出力ストリームを使用する場合は、[PPhhyyssiiccaall zzoonneess ((物物理理ゾゾーーンン))] で新しいストリー
ムを設定できます。

イベントの編集

音楽とアナウンスは、コンテンツスケジュールでイベントとして表示されます。

以下の手順に従って、イベントまたはイベントシリーズを編集または削除します。
1. スケジュールのイベントをクリックします。
2. [[EEDDIITT ((編編集集))]] または [[DDEELLEETTEE ((削削除除))]] をクリックします。

イベントがシリーズの一部である場合、1つのイベントを編集または削除するか、シリーズを編集
または削除するかを選択できます。

注
1つのイベントを編集した場合、そのイベントが属するシリーズを編集すると、変更内容は失わ
れます。

テンプレート

テンプレートは、スケジュールを効率的に作成、管理する便利な方法です。テンプレートは、あ
らかじめ定義された1日のスケジュールとして、いつ、何を再生するかを指定します。テンプレー
トを使用することで、各日を個別に設定することなく、複数日にわたって一貫したスケジュール
を素早く適用することができます。

テテンンププレレーートトのの管管理理

さまざまなニーズに合わせたテンプレートを作成できます。たとえば、以下のように定義しま
す。

• 通常の勤務日は「平平日日」。
• 土日は「週週末末」。
• 休日や祝日は「休休日日」。

一度作成したテンプレートは、送信先のスケジュール内の任意の日数に適用できます。たとえ
ば、「平平日日」のテンプレートを、年間を通して月曜日から金曜日までのすべてに適用し、各曜日
を手動で設定することなく一貫性を確保することができます。

以下のようにしてテンプレートを作成し、割り当てます。
1. [[SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((ススケケジジュューールルとと送送信信先先))]] に移動します。

2. [[TTEEMMPPLLAATTEESS ((テテンンププレレーートト))]] で をクリックし、新規テンプレートを作成します。
3. 作成するテンプレートを [[MMuussiicc ((音音楽楽))]] または [[AAnnnnoouunncceemmeenntt ((アアナナウウンンスス))]] から選択

します。
4. [[++ EEVVEENNTT ((イイベベンントトをを追追加加))]] をクリックしてイベントをテンプレートに追加し、必要な詳

細情報を記入します。
5. テンプレートが完成したら、送信先のスケジュールに割り当てます。テンプレート内から

[[AAPPPPLLYY TTOO DDEESSTTIINNAATTIIOONN ((送送信信先先にに適適用用))]] をクリックするか、送信先に移動して [[AAPPPPLLYY
TTEEMMPPLLAATTEE ((テテンンププレレーートトをを適適用用))]] をクリックします。

テテンンププレレーートトのの修修正正とと置置きき換換ええ

スケジュールを適用している日の調整が必要な場合は、テンプレートを簡単に入れ替えることが
できます。現在適用されているテンプレートを削除し、別のテンプレートに置き換えます。たと
えば、平日が休日になった場合、「平平日日」のテンプレートを「休休日日」のテンプレートに置き換え
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ることができます。この柔軟性により、影響を受ける日それぞれの詳しい設定を手動で行わなく
ても、必要に応じてスケジュールを素早く変更できます。

テテンンププレレーートトのの更更新新

テンプレートを使用する主な利点の1つは、その動的な性質です。テンプレートに変更を加える
と、その変更はテンプレートが使用されているすべてのインスタンスに自動的に適用されます。
つまり、スケジュール全体を簡単に更新でき、影響を受ける日を個別に修正する必要がありませ
ん。

1つのテンプレートを複数のスケジュールやロケーションで再使用できるため、一貫性を保つため
のパワフルなツールとなります。ただし、ユースケース別に個別のテンプレートを作成するのは
良い慣行です。テンプレートへの変更は、それが適用されるすべてのインスタンスに影響するた
め、各シナリオに対して別個のテンプレートがあることで、より高い柔軟性を確保し、意図しな
いスケジュールの変更を避けることができます。

注
各送信先には、1日に1つの音楽テンプレートと1つのアナウンステンプレートのみ割り当てるこ
とができます。同じ対象エリアに対して複数のスケジュールやテンプレートが必要な場合は、
同じデバイスに再生する複数の送信先を作成できます。
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テキストとストロボの使用

騒がしい環境や聴覚障害のある人の注意を引くには音声だけでは不十分な場合があります。コ
ミュニケーションの向上のために、音声メッセージをストロボライトやテキスト表示などの視覚
信号で補完することができます。

ビジュアルプロファイル

音声メッセージを補完するために視覚信号が使用されます。これらの信号は、 Visual Profiles (ビ
ジュアルプロファイル) によって定義されます。ここでアナウンスやページング中のテキストやス
トロボライトの動作を設定できます。メッセージのタイプに応じて複数のビジュアルプロファイ
ルを作成できます。たとえば、日常的なアナウンスには控えめなパターンを作成し、即注意を引
く必要がある緊急警報にはより注意を喚起するパターンを作成します。

管理者はVViissuuaall pprrooffiilleess ((ビビジジュュアアルルププロロフファァイイルル)) でビジュアルプロファイルを設定できます。
各プロファイルには以下の設定が含まれます。

• テキスト設定:
– カラー
– 背景色
– テキストレイアウト (1行、2行、3行)
– スクロール速度
– 所要時間
– デフォルトのテキストメッセージ

• ライト設定:
– ライトパターン
– カラー
– 速度
– 輝度
– 所要時間

アナウンスとライブページングのデフォルトのビジュアルプロファイルは、[[SSyysstteemm SSeettttiinnggss ((シシ
スステテムム設設定定))]] >> [[TTeexxtt,, ssttrroobbee,, aanndd ddiissppllaayyss ((テテキキスストト、、スストトロロボボ、、デディィススププレレイイ))]] で設定できま
す。

注
音楽再生中は、ビジュアルプロファイル (テキストとストロボライトパターン) は使用されませ
ん。

個々の音声メッセージでデフォルトのビジュアルプロファイルを上書きすることができます。状
況に応じて、異なるビジュアルプロファイルの選択、テキストメッセージのカスタマイズ、また
はその両方を行うことができます。

これは以下の場合に適用されます。
• 定期的なお知らせ
• Webページングインターフェースからのページング
• 一方向または双方向のSIP通話の個別のページング設定
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営業時間の設定

営業時間は相対的なスケジューリングに役立ちます。

例:
毎日、学校が閉まる10分前にベルでアナウンスを流したい場合があります。
終業時刻の10分前に再生するアナウンスを設定します。こうすれば、終業時間を変更した場合でも、または日によって
終業時間が異なる場合でも、常に正しい時刻にベルを鳴らすことができます。

1. [[OOppeenniinngg hhoouurrss ((営営業業時時間間))]] に移動します。
2. サイトの営業時間を設定し、[SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。
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Webインターフェースからのページング

Webインターフェースから、ライブまたは録音済みの音声メッセージを音声サイトに送信できま
す。この機能によって、リアルタイムの通信が可能になり、重要なアナウンスを意図する対象に
効率的に届けることができます。

Webブラウザからインターフェースにアクセスし、PCやモバイルデバイスのマイクを使ってライ
ブアナウンスを行うことができます。メッセージはサイト全体または特定のゾーンにブロード
キャストできます。インターフェースは双方向通信にも対応しており、個々のデバイスに直接通
話を発信して双方向の会話ができます。

ライブアナウンスや通話を使用するには、プロンプトが表示されたときに、ブラウザがマイクと
スピーカーへのアクセス許可を有していることを確認してください。

デフォルトでは、ページングインターフェースから開始された再生には、HHIIGGHH ((高高)) の優先順位が
割り当てられています。この優先順位が他のコンテンツとどのように影響しあうのかは、
[[SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((ススケケジジュューールルとと送送信信先先))]] >> [[CCOONNTTEENNTT PPRRIIOORRIITTIIEESS ((ココンンテテンンツツ優優
先先順順位位))]] で確認できます。
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ページングの設定

ページングを設定する前に、使用する送信先を準備する必要があります。送信先には、ページン
グが送信されるゾーンとデバイスが含まれます。

アナウンスをページングする場合は、まず1つ以上の音声ファイルを含むプレイリストを作成する
必要があります。

• 送信先とプレイリストを作成する手順については、を参照してください。

AXIS C6110 Network Paging Consoleによるページング

AXIS C6110は、ライブアナウンスや録音済みの音声ファイルをサイト全体または特定のエリアに
送信するために使用できるSIPベースのデバイスです。この例では、AXIS C6110がライブメッセー
ジをページングするように設定する方法について説明します。

1. SIPサーバーの設定:

1.1. [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]] に移動します。
1.2. [++ SSEERRVVEERR ((++ ササーーババーー))] をクリックします。
1.3. SIPサーバーに名前を付けます。
1.4. サーバーのドメイン名またはIPアドレスを入力します。
1.5. [CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。

2. クライアントを設定する:

2.1. [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]] に移動します。

2.2. 先ほど作成したサーバーの をクリックします。
2.3. [CCLLIIEENNTTSS ((ククラライイアアンントト))] に移動し、[++ CCLLIIEENNTT ((ククラライイアアンントトをを追追加加))] をクリック

します。
2.4. クライアントで使用する名前、ユーザーID、および認証情報を入力します。

3. SIPアカウントの作成:
3.1. AXIS C6110 Network Paging ConsoleのWebインターフェースを開きます。
3.2. [CCoommmmuunniiccaattiioonn >> SSIIPP >> AAccccoouunnttss ((通通信信 >> SSIIPP >> アアカカウウンントト))] に移動します。
3.3. [++ AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。
3.4. [NNaammee ((名名前前))]、[UUsseerr IIDD ((ユユーーザザーーIIDD))]、[PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))] および

[AAuutthheennttiiccaattiioonn IIDD ((認認証証IIDD))] で、手順2.4で使用した詳細情報を入力します。
3.5. [RReeggiisstteerreedd ((登登録録済済みみ))] を選択します。
3.6. [DDoommaaiinn ((ドドメメイインン))] で、サーバーのアドレス (IPまたはドメイン) を入力します。
3.7. [保保存存] をクリックします。

注
AXIS C6110をSIPクライアントとしてAXIS Audio Manager Proに接続すると、[[PPaaggiinngg ((ペペーージジ
ンンググ)) >> PPaaggiinngg ccoonnssoolleess ((ペペーージジンンググココンンソソーールル))]] 内のリストに表示されます。
4. 装置がSIPサーバーに登録されていることを確認します。

4.1. [CCoommmmuunniiccaattiioonn >> SSIIPP >> AAccccoouunnttss ((通通信信 >> SSIIPP >> アアカカウウンントト))] に移動します。
4.2. サーバーのステータスが {OOKK} であることを確認します。
4.3. [AXIS Audio Manager Pro] > [SSIIPP SSeettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))] に移動します。

4.4. 先ほど作成したサーバーの をクリックします。
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4.5. [CCLLIIEENNTTSS ((ククラライイアアンントト))] に移動します。
4.6. クライアントのステータスが [RREEGGIISSTTEERREEDD ((登登録録済済みみ))] であることを確認します。

注
登録が機能しない場合は、ネットワーク設定とSIPアカウントの認証情報を確認してください。
5. 一方向ページングのページングソースの設定:

5.1. [[PPaaggiinngg ssoouurrcceess ((ペペーージジンンググソソーースス))]] > [[PPAAGGIINNGG SSOOUURRCCEESS ((ペペーージジンンググソソーー
スス))]] の順に移動します。

5.2. [++ SSOOUURRCCEE ((ソソーーススをを追追加加))] をクリックします。
5.3. ソースに名前を付けます。
5.4. 呼び出し番号を入力します。
5.5. 送信先を選択します。

6. 双方向トークバック用のページングソースの設定:

6.1. [[PPaaggiinngg ssoouurrcceess ((ペペーージジンンググソソーースス))]] > [[TTAALLKKBBAACCKK DDEEVVIICCEESS ((トトーーククババッッククデデ
ババイイスス))]] の順に移動します。

6.2. [++ TTAALLKKBBAACCKK DDEEVVIICCEE ((++ トトーーククババッッククデデババイイスス))] をクリックします。
6.3. 名前とSIP呼び出し番号を入力します。
6.4. トークバックデバイスを選択するには、[SSEELLEECCTT DDEEVVIICCEE ((デデババイイススのの選選択択))] をク

リックします。
6.5. [DDeevviiccee ssoouurrccee ccoonnffiigguurraattiioonn ((デデババイイススソソーースス設設定定))] で、ソースのタイプ、入力ゲ

イン、音声プロファイルを選択します。
6.6. 優先度を選択します。
6.7. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

7. 連絡先の作成:
7.1. AXIS C6110 Network Paging ConsoleのWebインターフェースを開きます。
7.2. [CCoonnttaacctt lliisstt >> CCoonnttaaccttss ((連連絡絡先先リリスストト >> 連連絡絡先先))] に移動します。
7.3. [AAdddd ccoonnttaacctt ((連連絡絡先先をを追追加加))] をクリックします。
7.4. [DDeevviiccee ((装装置置))] を選択します。
7.5. 名前と場所を入力します。
7.6. [SSIIPP] を選択します。
7.7. [SSIIPP AAddddrreessss ((SSIIPPアアドドレレスス))] で、ページングソースまたはトークバック装置用に作

成した呼び出し番号を入力します。
7.8. [SSIIPP AAccccoouunntt ((SSIIPPアアカカウウンントト))] で、手順3で作成したSIPアカウントを選択します。
7.9. [保保存存] をクリックします。

8. 以下の手順に従って、AXIS C6110 Network Paging Consoleのボタンを設定します。
8.1. AXIS C6110 Network Paging ConsoleのWebインターフェースを開きます。
8.2. ボタンを追加する場所に移動します。
8.3. 白色のボタンをクリックします。
8.4. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] を選択します。
8.5. [CCrreeaattee aa nneeww aaccttiioonn ((新新ししいいアアククシショョンンルルーールルをを作作成成))] を選択します。
8.6. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で、[CCaallll ccoonnttaacctt ((連連絡絡先先をを呼呼びび出出すす))] を選択します。
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注
AXIS C6110 Network Paging Consoleで、一方向ページングのプリおよびポストアナウンスを設
定する場合は、[PPaaggee ccoonnttaacctt ((連連絡絡先先ををペペーージジンンググ))] を選択します。

8.7. 手順7で作成した連絡先を選択します。
8.8. [保保存存] をクリックします。

9. ライブメッセージのページングを開始します。
9.1. AXIS C6110 Network Paging Console上で、設定済みのボタンを押します。
9.2. 話し始めます。
9.3. ページングを停止するには、[HHaanngg uupp ((ペペーージジンンググをを切切るる))] を押します。

AXIS C6110 Network Paging Consoleでアナウンスを再生する

1. の手順1～7に従います。
2. 以下の手順に従って、AXIS C6110 Network Paging Consoleのボタンを設定します。

2.1. AXIS C6110 Network Paging ConsoleのWebインターフェースを開きます。
2.2. ボタンを追加する場所に移動します。
2.3. 白色のボタンをクリックします。
2.4. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] を選択します。
2.5. [CCrreeaattee aa nneeww aaccttiioonn ((新新ししいいアアククシショョンンルルーールルをを作作成成))] を選択します。
2.6. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で、[AAnnnnoouunncceemmeenntt ((アアナナウウンンスス))] を選択します。
2.7. [LLaabbeell ((ララベベルル))] で、ボタンの名前を入力します。
2.8. 連絡先を選択します。
2.9. [AAnnnnoouunncceemmeenntt ((アアナナウウンンスス))] で、AXIS C6110 Network Paging Consoleのライブ

ラリから音声クリップを選択します。
2.10. 必要に応じて、プリナウンスとポストアナウンスを追加します。
2.11. [保保存存] をクリックします。

2N SIP Micによるページング

1. SIPサーバーの設定:

1.1. [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]] に移動します。
1.2. [++ SSEERRVVEERR ((++ ササーーババーー))] をクリックします。
1.3. SIPサーバーに名前を付けます。
1.4. サーバーのドメイン名またはIPアドレスを入力します。
1.5. [CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。

2. 2N SIP Micを設定する:

2.1. SIPサーバーの をクリックします。
2.2. [CCLLIIEENNTTSS ((ククラライイアアンントト))] に移動します。
2.3. [++ CCLLIIEENNTT ((++ ククラライイアアンントト))] をクリックします。
2.4. クライアントに名前を付けます。
2.5. ユーザーIDを入力します。
2.6. 認証用の認証情報を入力します。
2.7. [CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。
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2.8. 2N SIP Micインターフェースに移動します。
– WebブラウザーにマイクのIPアドレスを入力すると、インターフェースにア

クセスできます。
2.1. [VVooIIPP >> SSIIPP PPrrooxxyy aaccccoouunntt ((VVooIIPP >> SSIIPPププロロキキシシアアカカウウンントト))] に移動します。

2.2. [CCaalllleerr IIDD ((呼呼びび出出しし側側IIDD))] に、クライアントに使用したユーザーIDを入力します。
2.3. [UUssee SSIIPP aaccccoouunntt ((SSIIPPアアカカウウンントトをを使使用用))] をオンにします。
2.4. [SSIIPP PPrrooxxyy aaddddrreessss ((SSIIPPププロロキキシシアアドドレレスス))] で、サーバーIPアドレスまたはドメイン

名を入力します。
2.5. [UUssee rreeggiissttrraattiioonn ((登登録録をを使使用用))] をオンにします。
2.6. [ RReeggiissttrraattiioonn sseerrvveerr aaddddrreessss ((登登録録ササーーババーーののアアドドレレスス))] で、サーバーIPアドレス

またはドメイン名を入力します。
2.7. SIPクライアントで認証に使用した認証情報を入力します。
2.8. [適適用用] をクリックします。

3. Axis SIP装置を設定するには:
注

Axisインターカム装置などのAxis SIP装置がある場合は、その装置のSIPクライアントを設定する
必要があります。

3.1. [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]] に移動します。

3.2. 先ほど作成したサーバーの をクリックします。
3.3. [CCLLIIEENNTTSS ((ククラライイアアンントト))] に移動し、[++ CCLLIIEENNTT ((ククラライイアアンントトをを追追加加))] をクリック

します。
3.4. クライアントに名前を付け、[UUsseerr IIDD ((ユユーーザザーーIIDD))] で呼び出し番号を入力して、認

証情報を入力します。
3.5. Axis装置の装置インターフェースに移動します。
3.6. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[SSIIPP]] >> [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]] に移動します。
3.7. [++ AACCCCOOUUNNTT ((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。
3.8. [UUsseerr IIDD ((ユユーーザザーーIIDD))] に呼び出し番号を入力します。
3.9. [DDoommaaiinn ((ドドメメイインン))] で、SIPプロキシアドレスを入力します。
3.10. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

4. 装置がSIPサーバーに登録されていることを確認します。
4.1. 22NN SSIIPP MMiiccインターフェースで、[SSyysstteemm ssttaattuuss ((シシスステテムムスステテーータタスス))] に移動

し、[SSIIPP PPrrooxxyy lliinnee ssttaattuuss ((SSIIPPププロロキキシシ回回線線スステテーータタスス))] が [RReeggiisstteerreedd ((登登録録済済
みみ))] であることを確認します。

4.2. AXIS Audio Manager Proに戻ります。

4.3. F5キーを押して、ブラウザーを更新します。

4.4. [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]] に移動し、SIPサーバーをクリックします。
4.5. [CCLLIIEENNTTSS ((ククラライイアアンントト))] に移動します。
4.6. [RREEGGIISSTTRRAATTIIOONN IINNFFOO ((登登録録情情報報))] で、ステータスを確認します。

注
登録が機能しない場合は、ネットワーク設定とSIPアカウントの認証情報を確認してください。
5. 送信先を作成します。

5.1. [[SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((ススケケジジュューールルとと送送信信先先))]] に移動します。
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5.2. をクリックします。
5.3. 送信先名を入力し、[CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。

6. 次の方法で、ページングが再生される場所を定義するページングソースを設定します。

6.1. [[PPaaggiinngg ssoouurrcceess ((ペペーージジンンググソソーースス))]] > [[PPAAGGIINNGG SSOOUURRCCEESS ((ペペーージジンンググソソーー
スス))]] の順に移動します。

6.2. [++ SSOOUURRCCEE ((ソソーーススをを追追加加))] をクリックします。
6.3. ソースに名前を付けます。
6.4. 呼び出し番号を入力します。
6.5. 送信先を選択します。

7. ライブ呼び出しをページングする2N SIP Micのボタンを設定する:

7.1. [[PPaaggiinngg ssoouurrcceess ((ペペーージジンンググソソーースス))]] > [[22NN SSIIPP MMIICC]] の順に移動します。

7.2. Micの をクリックします。
7.3. ページングに使用するボタンをオンにします。
7.4. 名前)を入力します。
7.5. アクションとして [PPaaggiinngg ((ペペーージジンンググ))] を選択します。

7.6. ページングソースを選択します。
7.7. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

8. アナウンスをページングする2N SIP Micのボタンを設定する:

8.1. [[PPaaggiinngg ssoouurrcceess ((ペペーージジンンググソソーースス))]] > [[22NN SSIIPP MMIICC]] の順に移動します。

8.2. Micの をクリックします。
8.3. ページングに使用するボタンをオンにします。
8.4. 名前)を入力します。
8.5. アクションとして [PPllaayy aannnnoouunncceemmeenntt ((アアナナウウンンススをを再再生生))] を選択します。
8.6. 送信先を選択します。
8.7. プレイリストを選択します。
8.8. 優先度を選択します。

9. ライブメッセージのページングを開始します。
9.1. 2N SIP Micの設定済みのボタンを押します。
9.2. 話し始めます。
9.3. ページングを停止するには、同じボタンを再度押します。

10. アナウンスのページングを開始する:
10.1. 2N SIP Micの設定済みのボタンを押します。プレイリストは1回再生されます。

SIPトランクによるページング

PBXからAXIS Audio Manager Proにリダイレクトされた番号を呼び出して、音声を送信先に転送す
ることで、ページングを行うことができます。

事前に、CiscoなどのPBXの環境が設定されている必要があります。AXIS Audio Manager Proで
は、音声の送信先が作成されている必要があります。送信先の詳細については、を参照してくだ
さい。
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1. SIPサーバーの追加:

1.1. [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]] に移動します。
1.2. [++ SSEERRVVEERR ((++ ササーーババーー))] をクリックします。
1.3. SIPサーバーに名前を付けます。
1.4. サーバーのドメイン名またはIPアドレスを入力します。
1.5. ポート番号を入力します。
1.6. [CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。

2. SIPトランクをSIPサーバーに追加します。
2.1. SIPサーバーのペンアイコンをクリックします。
2.2. [TTRRUUNNKKSS ((トトラランンクク))] に移動します。
2.3. [++ TTRRUUNNKK ((++ トトラランンクク))] をクリックします。
2.4. SIPトランクに名前を付けます。
2.5. リモートアドレスとしてPBXのドメイン名またはIPアドレスを入力します。
2.6. PBXでリモートポートとして使用するSIPポートを入力します。
2.7. ネットワークの要件に応じて、トランスポートの種類を選択します。
2.8. PBXで識別が必要な場合は、認証情報を入力します。

注

PBXで識別が不要な場合は、 [[SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))]] > [[AADDVVAANNCCEEDD ((詳詳細細設設定定))]] の順 に移
動して無効にします。

2.9. PBXサーバーが登録を必要とする場合は、[UUssee rreeggiissttrraattiioonn ((登登録録をを使使用用))] を選択し
て詳細を入力します。

2.10. [CCRREEAATTEE ((作作成成))] をクリックします。
3. ページングソースの追加:

3.1. [[PPaaggiinngg ssoouurrcceess ((ペペーージジンンググソソーースス))]] に移動します。
3.2. [++ SSOOUURRCCEE ((ソソーーススをを追追加加))] をクリックします。
3.3. ページングソースに名前を付けます。
3.4. PBXで設定されたルートパターンに対応する呼び出し番号を入力します。
3.5. 送信先を選択します。
3.6. [保保存存] をクリックします。

RTPストリームによるページング

RTPストリームを提供するサードパーティ製の装置からページングするには:

1. [[PPaaggiinngg ssoouurrcceess ((ペペーージジンンググソソーースス))]] > [[RRTTPP SSOOUURRCCEESS ((RRTTPPソソーースス))]] の順に移動しま
す。

2. [++ SSOOUURRCCEE ((ソソーーススをを追追加加))] をクリックします。
3. ソースに名前を付けます。
4. サーバーがRTPストリームを受信するリスニングポートを指定します。
5. 受信RTPストリームのフォーマットに合わせてコーデックの設定を行います。
6. ストリームソースがマルチキャストアドレスを使用する場合は、[MMuullttiiccaasstt IIPP aaddddrreessss ((ママ

ルルチチキキャャスストトIIPPアアドドレレスス))] をオンにして、マルチキャストIPを入力します。
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7. アクセスを制限するには、[SSoouurrccee IIPP aaddddrreessss ((ソソーーススIIPPアアドドレレスス))] をオンにし、サーバー
がストリームを受け入れるIPアドレスを指定します。

8. 送信先を選択します。
9. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

ページングの優先度を設定する

複数の送信先に同時にページングする場合、優先度が最も高い送信先が使用されます。

送信先の優先順位を変更する:

1. [[SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((ススケケジジュューールルとと送送信信先先))]] に移動します。

2. [CCOONNTTEENNTT PPRRIIOORRIITTIIEESS ((ココンンテテンンツツのの優優先先度度))] で、[PPaaggiinngg ((ペペーージジンンググ))] をクリックしま
す。

3. 送信先をドラッグアンドドロップして、送信先の優先度を変更します。

Axisデバイスへのトークバック

SIPデバイスからAxisデバイスを呼び出すことができるため、音声は両方向に通信できます。トー
クバックは、一度に1台の装置でのみ使用できます。

要件:
• SIPサーバーに設定されたSIPデバイス (参照)
• マイクとスピーカーの両方を搭載したAxisデバイス

トークバックデバイスの設定:

1. [[PPaaggiinngg ssoouurrcceess ((ペペーージジンンググソソーースス))]] > [[TTAALLKKBBAACCKK DDEEVVIICCEESS ((トトーーククババッッククデデババイイ
スス))]] の順に移動します。

2. [++ TTAALLKKBBAACCKK DDEEVVIICCEE ((++ トトーーククババッッククデデババイイスス))] をクリックします。
3. 名前とSIP呼び出し番号を入力します。
4. トークバックデバイスを選択するには、[SSEELLEECCTT DDEEVVIICCEE ((デデババイイススのの選選択択))] をクリックし

ます。
5. [DDeevviiccee ssoouurrccee ccoonnffiigguurraattiioonn ((デデババイイススソソーースス設設定定))] で、ソースのタイプ、入力ゲイン、

音声プロファイルを選択します。
6. 優先度を選択します。
7. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

トークバックを開始するには、SIPデバイスからトークバックデバイスのSIP番号を呼び出します。

アナウンス前後のお知らせ音の設定

アナウンス前後のお知らせ音を設定することで、ライブアナウンスに対してより注意を引くこと
ができます。[AAnnnnoouunncceemmeenntt ((アアナナウウンンスス))] ライブラリの [TToonneess ((おお知知ららせせ音音))] フォルダー内に
あるお知らせ音を使用するか、独自の音声ファイルをアップロードします。

• アナウンス前後のデフォルトのお知らせ音を設定するには、[[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設
定定))]] >> [[SScchheedduulliinngg aanndd ccoonntteenntt ((ススケケジジュューールルととココンンテテンンツツ))]] に移動します。

• 個々のページングソースのアナウンス前後のデフォルトのお知らせ音を上書きするには、
[PPaaggiinngg ((呼呼びび出出しし))] の特定のソースに移動します。
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音量の設定

マスター音量のキャリブレーション

システムには、各コンテンツタイプごとにマスター音量があります。デフォルトで、音楽は他の
コンテンツタイプより小音量に設定されています。通常は他のコンテンツタイプの方が重要であ
ることから、音量を大きくしてあります。

物理ゾーンの音量を調整することで、個々のスピーカーとスピーカーのグループの音量を調整で
きます。

例:
学校では、All classroomsと呼ばれる物理ゾーンがあります。この物理ゾーン内には、さらに
物理ゾーンClassroom 1、Classroom 2、Classroom 3があります。

All classroomsの音量を調整すると、その調整はすべてのクラスルーム内のすべてのスピー
カーに反映されます。

Classroom 1の音量を調整すると、その調整はそのクラスルームのスピーカーのみに反映されま
す。

各スピーカーの結果の音量は、以下の合計になります。

• スピーカーの最大音量 (これは製品によって異なります)
• 個々のスピーカーの設定音量
• スピーカーが属するゾーンに設定されているすべての音量の合計
• コンテンツタイプのマスター音量

すべての音量の最終的な合計がスピーカーの最大音量を超える場合は、その最大音量が使用され
ます。

1. [[VVoolluummee ccaalliibbrraattiioonn ((音音量量キキャャリリブブレレーーシショョンン))]] > [[MMaasstteerr ssiittee ccaalliibbrraattiioonn ((ママスス
タターーササイイトトののキキャャリリブブレレーーシショョンン))]] の順に移動します。

2. 各コンテンツタイプのマスター音量を設定します。
3. コンテンツタイプを再生し、音を聞きます。適切なレベルに音量を調整します。
4. ゾーンをクリックし、各ゾーンの音量をキャリブレーションします。

– 階層の最上部から開始してから、さらに下のサブゾーンに移動することで、物理
ゾーンの音量を調整します。

5. 個々のスピーカーの音量を調整するには、
5.1. WebブラウザーにデバイスのIPアドレスを入力して、デバイスインターフェースに

移動します。
5.2. [AAuuddiioo ((音音声声))] > [DDeevviiccee sseettttiinnggss ((デデババイイススのの設設定定))] に移動し、ゲインを調整しま

す。

ボリュームコントローラーの作成

ボリュームコントローラーは、キャリブレーション済みの音量に応じて音量をオフセットしま
す。ボリュームコントローラーを適用するコンテンツタイプと、サイト内の領域を指定できま
す。

例:
学校では、全教室で音楽にキャリブレーション済みの音量にする必要がありますが、食堂では、
混雑する昼食時のノイズレベルの大きさに応じてBGMの音量の手動調整が必要となる可能性もあ
ります。
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これを解決するには、「カフェテリアの音楽」という名前のボリュームコントローラーを作成
し、物理ゾーン「カフェテリア」に割り当てます。このボリュームコントローラーの音量を調整
して、カフェテリアの音楽の音量のみを制御することができます。

ボリュームコントローラーは、次の手順で作成します。
1. [VVoolluummee ccoonnttrroolllleerrss ((ボボリリュューームムココンントトロローーララーー))] に移動します。
2. [++ CCOONNTTRROOLLLLEERR ((++ココンントトロローーララーー))] をクリックします。
3. 名前)を入力します。
4. ボリュームコントローラーの適用対象となるゾーンと装置を選択します。

– 設定対象に物理ゾーンを使用する場合、[++ ZZOONNEE ((++ゾゾーーンン))] をクリックします。
– 設定対象に個別の装置を使用する場合、[++ DDEEVVIICCEE ((++装装置置))] をクリックします。

5. 対象を選択し、[SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。
6. [CCoonntteenntt ttyyppee ((ココンンテテンンツツタタイイププ))] で、ボリュームコントローラーが制御するコンテンツ

のタイプを指定します。
7. [VVoolluummee sseettttiinnggss ((音音量量のの設設定定))] で、音量調整範囲の上限を指定します。
8. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

音量レベルの設定

音量を一時的に変更するには、 [[VVoolluummeess ((音音量量))]] に移動します。

このページが空白の場合は、1つ以上のボリュームコントローラーを作成する必要があります。詳
細については、を参照してください。

ボリュームコントローラーの音量を調整するには、次の手順に従います。
• スピーカーのアイコンをクリックして、音声のミュートまたはミュート解除を行います。
• スライダーを調整して、キャリブレーション済みの音量に応じたオフセット値を指定しま

す。

• このボリュームコントローラーを適用するコンテンツタイプを指定します。

• をクリックすると、デフォルト値にリセットされるか、ボリュームコントローラーに関
する詳細情報が表示されます。

AXIS C8310 Volume Controllerによる音声の制御

AXIS C8310 Volume Controllerの番号付きボタンは、音楽ソースの選択に使用されます。選択した
音楽ソースは、対象ゾーンすべてで再生されます。ミュートボタンと音量ボタンは、AXIS C8310
Volume Controllerが割り当てられている物理的なゾーンにのみ影響します。

開始する前に、以下をご確認ください。
• お使いのAXIS Audio Manager Proのバージョンが4.4であることを確認してください。
• AXIS C8310 Volume Controllerを、サイトに属する装置のI/Oポートに接続します。

– ホスト装置が実行しているAXIS OSのバージョンは11.6以降である必要があります。
– AXIS C8310 Volume ControllerがAXIS Audio Manager Proによって検出されるまで、

最大1分かかる場合があります。
1. ボリュームコントローラーは、次の手順で作成します。

1.1. [VVoolluummee ccoonnttrroolllleerrss ((ボボリリュューームムココンントトロローーララーー))] に移動します。
1.2. [++ CCOONNTTRROOLLLLEERR ((++ココンントトロローーララーー))] をクリックします。
1.3. 名前)を入力します。
1.4. ボリュームコントローラーの適用対象となるゾーンと装置を選択します。
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– 設定対象に物理ゾーンを使用する場合、[++ ZZOONNEE ((++ゾゾーーンン))] をクリックしま
す。

– 設定対象に個別の装置を使用する場合、[++ DDEEVVIICCEE ((++装装置置))] をクリックしま
す。

1.1. 対象を選択し、[SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。
1.2. [CCoonntteenntt ttyyppee ((ココンンテテンンツツタタイイププ))] で、ボリュームコントローラーが制御するコン

テンツのタイプを指定します。
1.3. VVoolluummee sseettttiinnggss ((音音量量のの設設定定))で、AXIS C8310 Volume Controllerで調整できる音量

の制限を選択します。
1.4. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。

2. 次の手順に従って、AXIS C8310 Volume Controllerをボリュームコントローラーと送信先に
割り当てます。
2.1. [AAcccceessssoorriieess ((アアククセセササリリーー))] に移動します。
2.2. [VVOOLLUUMMEE CCOONNTTRROOLLLLEERR ((ボボリリュューームムココンントトロローーララーー))] で、お使いのAAXXIISS CC88331100

VVoolluummee CCoonnttrroolllleerrに [ASSIGN (割り当てる)] をクリックします。
2.3. ターゲットに [AASSSSIIGGNN ((割割りり当当ててるる))] をクリックします。
2.4. [DDEESSTTIINNAATTIIOONN ((送送信信先先))] で、AAXXIISS CC88331100 VVoolluummee CCoonnttrroolllleerr に [

ASSIGN (割り当てる)] をクリックします。
2.5. ターゲットに [AASSSSIIGGNN ((割割りり当当ててるる))] をクリックします。

3. 音楽イベントの作成:
3.1. [[SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((ススケケジジュューールルとと送送信信先先))]] に移動します。

3.2. [CCAALLEENNDDAARR ((カカレレンンダダーー))] をクリックします。
3.3. [++ EEVVEENNTT ((++ イイベベンントト))] をクリックします。
3.4. [SSoouurrcceess ((ソソーースス))] で、[MMuussiicc ((音音楽楽))] を選択します。
3.5. [++ SSOOUURRCCEE ((ソソーーススをを追追加加))] をクリックします。
3.6. 追加するソースを選択します。

注
割り当てられた送信先で再生中のイベントの最初の3つのソースは、
AXIS C8310 Volume Controllerのボタン1、2、3に対応します。

3.7. [SSttaarrtt ooff eevveenntt ((イイベベンントトのの開開始始))] で、音楽の開始方法を選択します。
– SSttaarrtt mmuussiicc aauuttoommaattiiccaallllyy ((音音楽楽をを自自動動的的にに開開始始)):音楽は、スケジュールさ

れた時間間隔の開始時に自動的に再生が開始されます。
– SSttaarrtt mmuussiicc mmaannuuaallllyy ((手手動動でで音音楽楽をを開開始始すするる)):この場合、スケジュールされ

た時間は再生が許される間隔として機能します。音楽は、AXIS C8310の数字
ボタンを押すか、ダッシュボードから音楽を開始するか、いずれかの方法で
積極的に開始するまでは再生されません。

3.1. その他の情報については、の章を参照してください。
3.2. [SSAAVVEE ((保保存存))] をクリックします。
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サイトの監視

サイトの状況を監視するには、[DDAASSHHBBOOAARRDD ((ダダッッシシュュボボーードド))] を開きます。

アプリケーションの最新バージョンが利用可能になると、ダッシュボードの上部にメッセージが
表示されます。詳しくは [MMOORREE IINNFFOORRMMAATTIIOONN ((詳詳細細情情報報))] をクリックしてください。

[HHeeaalltthh mmoonniittoorriinngg ((健健全全性性監監視視))] にオンラインの装置数が表示されるほか、該当する場合は、動
作停止中の装置の数が表示されます。調査する装置をクリックします。

[AAggeennddaa ((アアジジェェンンダダ))] に現在再生中のイベントが表示され、また以前のイベント、今後のイベン
トを確認できます。イベントが再生されている場合、[[SSTTAATTUUSS ((ススタターーテテスス))]] でイベントを開始ま
たは停止することができます。イベントに複数のソースが含まれている場合は、[[AACCTTIIOONNSS ((アアクク
シショョンン))]] でソースを切り替えることができます。
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イベントログと監査ログ

イベントログと監査ログは、オーディオシステム内のすべてのアクティビティの詳細な記録を提
供します。このログは、変更の追跡、システムの挙動の監視、問題の効果的なトラブルシュー
ティングに役立ちます。

ログには、以下のような幅広いイベントが記録されます。

• 再再生生履履歴歴 - いつ、どこで、何を再生されたか。
• ススケケジジュューールルのの変変更更 - 誰がいつ変更したか。
• デデババイイススののスステテーータタスス更更新新 - デバイスのオフラインまたはオンラインの状態への切り替え

に関する情報。
• 音音量量調調整整 - いつ、どこで音量の調整が行われたか。
• 設設定定更更新新 - システム設定変更の詳細。
• ユユーーザザーーアアククテティィビビテティィ - システムに誰がログインし、ログアウトしたか。
• ペペーージジンンググおおよよびびSSIIPP通通話話 - ページングイベントとSIPベースの通信の記録。
• その他...

特定のイベントのログ履歴を検索できるため、必要なときに関連情報を簡単に見つけることがで
きます。また、外部ストレージやさらなる分析のために、ログをCSV形式でエクスポートすること
も可能です。

システムは最新の 100,000件のログエントリを保持します。上限に達すると、古いエントリが自動
的に削除され、新規エントリのためのスペースが確保されるため、手動操作なしで確実に継続的
に記録されます。
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AXIS Audio Manager Proを更新する

サーバーを安全かつ最新の状態に保つために、AXIS Audio Manager Proを最新バージョンに更新す
ることをお勧めします。

インターネットに接続している場合、新規バージョンが利用可能になるとダッシュボードに通知
が表示されます。または [[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]] >> [[UUppddaatteess ((更更新新))]] に移動したときに
通知が表示されます。

1. サーバーがインターネットに接続されている場合は、Windows®のシステムトレイに移動し

て > > [IInnssttaallll uuppddaattee ((更更新新ををイインンスストトーールル))] をクリックします。
2. サーバーがインターネットに接続されていない場合は、axis.com/ja-jp/products/axis-audio-

manager-pro からインストール用ファイルをダウンロードしてサーバー上で実行します。
3. 設定アシスタントに従って設定します。
4. 更新が完了するまで待ちます。完了すると、サーバーが自動的に再起動します。
5. AXIS OSのアップグレードが必要なデバイスがあるかどうかを確認します。
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データベースの管理

システムの再インストールや移管を行う場合、データベースのバックアップとリストアが可能で
す。バックアップにはすべての設定が含まれますが、ファイルは含まれません。

• On the Windows®のシステムトレイで、 > > [[BBaacckkuupp ddaattaabbaassee ((デデーータタベベーーススのの
ババッッククアアッッププ))]] または [[RReessttoorree ddaattaabbaassee ((デデーータタベベーーススののリリスストトアア))]] の順にクリックし
ます。

データベースを消去することもできます。すべての設定は削除されますが、ファイルは残りま
す。

• Windows®のシステムトレイで、 > > [[CClleeaann aanndd rreeiinniittiiaalliizzee ddaattaabbaassee ((デデーータタ
ベベーーススののククリリーーニニンンググとと再再初初期期化化))]]の順にクリックします。
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ネットワーク診断

ネットワーク診断は、サイト全体のデバイスの通信状態を評価するのに役立ちます。この機能に
よって、マルチキャストの可用性、ネットワーク遅延、パケット損失などのネットワークの問題
の特定が可能になり、スムーズな音声ストリームとシステムの安定性を確保できます。

ネットワークテストを実行するには、 [[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]] >> [[NNeettwwoorrkk ((ネネッットト
ワワーークク))]] >> [[NNEETTWWOORRKK DDIIAAGGNNOOSSTTIICCSS ((ネネッットトワワーークク診診断断))]] に移動します。ここからテストを開始
して、ネットワークパフォーマンスに影響する潜在的な問題を検知することができます。

ニーズに合わせてテストの時間の長さを選択できます。
• 11分分 - ネットワークの問題のクイックスキャン。
• 11時時間間 - より詳細な分析を提供します。
• 2244時時間間 - 長期間のネットワークパフォーマンスを総合的に表示します。断続的な問題は短

いテストでは検知できないため、テスト時間が長いほど結果の信頼性は高くなります。
このテストは、音声ストリームを中断することなくバックグラウンドで実行されます。結果は、
選択した時間が経過した後、ダッシュボードまたは開始した場所から確認できます。
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AXIS Camera Station Proとの統合

AXIS Camera Station Proを使用している場合は、シームレスなビデオ・音声体験を提供する
AXIS Audio Manager Proと容易に統合できます。設定に応じて、2台のサーバーを同じマシン上で
動作させることも、別々のサーバー上で動作させることも可能です。

接続すると、この統合により、以下を含むAXIS Camera Station Proのパワフルな新機能が利用でき
るようになります。

• 呼呼びび出出しし: 一方向、双方向、録音済み音声メッセージ。
• アアククシショョンンルルーールル: ビデオ分析またはアラームに基づいて音声イベントをトリガーします。
• 地地図図統統合合: ビデオと音声のゾーンを1つの直感的なビューに統合します。

ビデオと音声の密な統合により、両システムをより効果的に管理でき、よりスマートで応答性の
高いセキュリティソリューションを作成します。詳細については、AXIS Camera Station Proユー
ザーマニュアルをご覧ください。
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バージョン5への移行

AXIS Audio Manager Pro 4またはAXIS Audio Manager Pro C7050 MkI-IIIサーバーのソフトウェアラ
イセンスを購入した場合、AXIS Audio Manager Pro 5.0.Xをダウンロードしてインストールできま
す。

インストーラーが既存の4.Xバージョンを更新し、設定、音声ファイル、スケジュール、その他の
設定を自動的に新しいバージョンへ移行します。

AXIS Audio Manager Pro 5の永久ライセンスは、そのまま追加費用なしで有効になります。ただ
し、アップグレード後1ヶ月以内にAXIS License Managerでインストールを登録する必要がありま
す。登録手順は、をご覧ください。

注
AXIS Audio Manager Pro 4のライセンスを持っており、AXIS Audio Manager Pro 5の再インス
トールまたはクリーンインストールが必要な場合、バージョン4用に生成されたレガシーの.key
ファイルをライセンスファイルとして使用できます。
.keyファイルを紛失した場合は、[[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]] > [[LLiicceennssee ((ラライイセセンンスス))]]
に移動し、レガシーライセンスの手順に従って代わりのファイルを生成します。
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バージョン4への移行

AXIS Audio Manager Pro 3をすでに実行している場合は、システムの一部を
AXIS Audio Manager Pro 4に移行することができます。

注
古いバージョンは、まず、システムをエクスポートできるバージョン3.3にアップグレードする
必要があります。その後、システムをインポートできる唯一のバージョンであるバージョン4.0
をインストールする必要があります。バージョン4.0から、以降のバージョンにアップグレード
できます。

注
移行が完了した後、装置のAXIS OSバージョンをアップグレードします。

移行を行う前に、まずAXIS Audio Manager Pro 4を別のサーバーにインストールし、試してみて、
新しいインターフェースを理解することをお勧めします。デモバージョンは30日間使用できま
す。

注
移行にはゾーン構造、デバイス、ソースだけが含まれます。他のすべての設定は手動で再構築
する必要があります。移行では、再生リストとスケジュールがテキストファイルとして保存さ
れるため、再構築が容易です。移行の前に他の設定をメモする必要があります。

移行プロセスの概要を以下に示します。詳細については、製品のサポートページにある
[DDooccuummeennttaattiioonn ((ドドキキュュメメンントト))] から移行ガイドをダウンロードしてください。

• axis.com/products/axis-audio-manager-pro/support

デデーータタベベーーススののババッッククアアッッププ
アップグレードの際に何か問題が発生しても、データを失わないようにするため、開始する前
に、データベースのバックアップを作成することをお勧めします。データベースファイルを保存
することができます。これにより、別のAXIS Audio Manager Pro 3.xシステムにシステムをリスト
アすることができます。

1. Windowsのシステムトレイで、 > > [[SSttoopp AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo ((AAXXIISS AAuuddiioo
MMaannaaggeerr PPrrooのの停停止止))]] の順にクリックします。

2. コンピューターでC:\ProgramData\AXIS Communications\AXIS Audio Manager Pro
\Managerフォルダーに移動します。

3. データベースファイルのManager.dbをバックアップフォルダーにコピーします。
4. ある時点で別のシステムにデータベースをリストアする必要がある場合は、次の操作を行

います。

4.1. Windowsのシステムトレイで、 > > [[SSttoopp AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo ((AAXXIISS
AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrrooのの停停止止))]] の順にクリックします。

4.2. バックアップしたファイルをC:\ProgramData\AXIS Communications\AXIS
Audio Manager Pro\Managerフォルダーに入れます。

4.3. サービスを再開し、管理者の認証情報でログインします。
AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo 44へへのの移移行行

1. まず、AXIS Audio Manager Proの現在のバージョンを、エクスポート機能を含むバージョ
ン3.3.3にアップグレードする必要があります。
AXIS Audio Manager Pro 3.3.3にアップグレードするには、以下の手順に従います。
1.1. axis.com/products/axis-audio-manager-proに進み、アップグレードファイルをダウ

ンロードします。
1.2. アップグレードファイルを実行し、ウィザードで選択済みのすべてのオプションに

同意します。
2. サイトのエクスポート:

2.1. AXIS Audio Manager Pro 3.3.3を開きます。

AXIS Audio Manager Pro
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2.2. [AAddmmiinniissttrraattoorr ((管管理理者者))] > [EExxppoorrtt ddaattaabbaassee ((デデーータタベベーーススののエエククススポポーートト))] に移
動し、[EExxppoorrtt ((エエククススポポーートト))] をクリックします。

2.3. エクスポートのフォルダーを選択し、[OOKK] をクリックします。
エクスポートが完了すると、エクスポートされた内容と問題が発生したかどうかを
示すダイアログが表示されます。

2.4. 一部の設定はエクスポートされません。以下の点に注意してください。
– [AAuuddiioo SSoouurrcceess ((音音声声ソソーースス))] にあるすべての設定。
– [UUsseerrss((ユユーーザザーー))] にあるすべての設定。
– [AAddmmiinniissttrraattoorr ((管管理理者者))] > [NNeettwwoorrkk sseettttiinnggss ((ネネッットトワワーークク設設定定))] にある

すべての設定。
– すべての2N SIP Mic設定。
– すべての音声ファイル。
– AXIS Audio Manager Pro 4では、最大10レベルの深さがあるゾーン構造のみ

がサポートされています。より深いゾーンレベルにあるすべてのデバイス
は、別のフォルダーに配置されます。

3. AXIS Audio Manager Pro 3.3.3をアンインストールします。
4. AXIS Audio Manager Pro 4をインストールします。

を参照してください
5. AXIS Audio Manager Pro 4用のデバイスを用意します。

を参照してください
6. サイトをAXIS Audio Manager Pro 4にインポートする手順:

6.1. Windowsのシステムトレイで、 > > [[SSttaarrtt AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo ((AAXXIISS
AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrrooのの起起動動))]] の順にクリックします。

6.2. Windowsのシステムトレイで、 > > [[IImmppoorrtt oolldd ddaattaabbaassee ((古古いいデデーータタ
ベベーーススののイインンポポーートト))]] の順にクリックします。

6.3. [YYeess ((ははいい))] をクリックします。
6.4. エクスポートフォルダーを参照し、Export.txtファイルを選択します。

7. Windowsのシステムトレイで、 > > [[OOppeenn AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo CClliieenntt
((AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrrooククラライイアアンントトをを開開くく))]] の順にクリックします。

8. エクスポートされなかった設定を再作成します。
– ププレレイイリリスストト - エクスポートフォルダーのPlaylists.txtファイルを参照しま

す。
プレイリストを作成するには、[AAPPPPSS >> CCoonntteenntt && ssoouurrcceess ((アアププリリ >> ココンンテテンンツツ
ととソソーースス))] の下のアプリに移動します。
を参照してください
を参照してください

– ススケケジジュューールル - エクスポートフォルダーの<Schedules.txtファイルを参照しま
す。
スケジュールを作成するには、[AAPPPPSS >> SScchheedduulliinngg && ddeessttiinnaattiioonnss ((アアププリリ >> ススケケ
ジジュューールルとと送送信信先先))] にあるアプリに移動します。
を参照してください
を参照してください

– ネネッットトワワーークク設設定定 - を参照してください。
– SSIIPPデデババイイスス - を参照してください。
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注
AXIS Audio Manager Pro 3では、これまで「セッション」と呼ばれていたものが、「送信先」と
いう別の概念に変わりました。これは、AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr PPrroo 44クライアントの [
Scheduling & destinations (スケジュールと送信先)] で確認できます。

AXIS Audio Manager Pro



43

API

[[SSyysstteemm sseettttiinnggss ((シシスステテムム設設定定))]] >> [[AAPPII]] >> [[AAPPII RREEQQUUEESSTT BBUUIILLDDEERR]] に、APIリクエストの構築
を支援する内蔵ツールがあります。このツールは、正しいIDの選択をサポートし、誤字、括弧の欠
落、構文の誤りなどのよくあるエラーを回避することで、必要なJSONの作成プロセスを簡素化し
ます。

APIについて詳しくは、AXIS Audio Manager Pro APIを参照してください。

AXIS Audio Manager Pro
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セキュリティ

証明書

証明書は、サーバーとWebブラウザやSIPフォンなどのクライアントとの間の安全な接続を確立す
るために使用されます。AXIS Audio Manager Proがインストールされると、デフォルトの(自己署
名)SSL サーバー証明書が生成されます。この自己署名証明書を使用することもできますが、実稼
働環境ではパブリックまたはプライベートの証明機関(CA)によって発行されたSSL証明書を使用す
るのが最善の手段です。信頼できる証明書を使用すると、デフォルトの自己署名証明書を使用し
てWeb UIにアクセスするときにユーザーがブラウザーで受け取る警告が削除されます。

新しい証明書を更新して使用する：
1. シシスステテムム設設定定>>セセキキュュリリテティィに移動します。
2. ++ 証証明明書書をクリックする

注
.pfx (PKCS#12) および .pem 証明書ファイルでは、3つの異なるアップロードタイプがサポート
されています。証明書の形式に応じて適切なものを選択してください。間違いを避けるため
に、アップロード時にサーバーが証明書を検証します。

証明書が正常にアップロードされると、特定のサービスに対して選択して使用できるようになり
ます。

• Webインターフェイスの場合は、シシスステテムム設設定定 > ネネッットトワワーークク > WWeebb アアククセセスス > 証証明明書書
をクリックします。

• SIPサーバ TLSの場合は、既存のSIPサーバーに対して SSIIPP 設設定定 > 新新規規または編編集集 > 証証明明書書
をクリックします。

注
ルート証明書 (証明機関) は、AXIS Audio Manager Pro にアップロードする証明書であるエンド
エンティティ証明書を生成するために使用されます。ルート証明書は、
AXIS Audio Manager ProWebインターフェイスまたはSIPサーバーに接続するクライアントデバ
イス(Windowsの信信頼頼さされれたたルルーートト証証明明機機関関など) にインストールする必要があります。これに
より、サーバーの証明書がクライアントによって信頼されることが保証されます。

SIP

Session Initiation Protocol（SIP）は、通信セッションの開始、維持、終了に使用されるシグナリン
グプロトコルです。AXIS Audio Manager Proは、広く普及しているSIPプロトコルを使用して、
ゾーンにアナウンスしたり、個々のデバイスへの双方向通話を設定したりできます。SIPの詳細に
ついては、ホワイトペーパーをお読みください。

AXIS Audio Manager Proの安全で暗号化されたSIP通信を設定するには、次の設定が推奨されてい
ます。

1. 通通信信ププロロトトココルルととししててTTLLSSをを有有効効ににししまますす。。
SIPクライアントとサーバー間の安全な通信チャネルを確保するには、トランスポート層セ
キュリティ(TLS)を使用することをお勧めします。
– SSIIPP 設設定定に移動し、通信プロトコルとしてTLSを有効にします(可能であれば、安全性

の低いTCPとUDPを無効にします)。
2. RRTTPP暗暗号号化化((SSRRTTPP))がが必必要要でですす。。

SIPクライアントとサーバー間で送信されるメディア(音声)は、盗聴や音声のいたずらを防
ぐために暗号化できます。
– SSIIPP 設設定定>メメデディィアア>RRTTPP 暗暗号号化化に移動し、RTP暗号化を必須に設定します。

これにより、暗号化されていない通話を行うすべてのクライアントが拒否されま
す。

3. SSIIPPククラライイアアンントト認認証証とと強強力力ななパパススワワーードドをを使使用用すするる
SIP拡張機能への不正アクセスは、SIPシステム内での不正通話のリスクをもたらします。
SIPクライアントに強力なパスワードポリシーを実装するで、このリスクを効果的に軽減す
ることができます

AXIS Audio Manager Pro
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3.1. SSIIPP 設設定定>>詳詳細細設設定定に移動し、承承認認がが必必要要にチェックが入れられていることを確認
します。

3.2. SSIIPP設設定定>>ククラライイアアンントトに移動し、すべてのクライアントに強力なパスワードが設定
されていることを確認します。

ベストプラクティス

ネットワーク製品やサービスのセキュリティを確保するのは複雑な作業になる場合があります。
普遍的な解決策はないため、組織固有のリスクを評価し、リスクが高すぎると判断された場合に
制御を実施する必要があります。この際、考慮すべき点がいくつかあります：

1. TLSとストリーム暗号化が有効になっていることを確認して、サーバーとデバイス間の通信
を暗号化すること。これらの設定は シシスステテムム設設定定 >> 音音声声ととスストトリリーームムにあります。

2. 承認されたユーザーがWindowsユーザーアカウントで一意かつ強力なパスワードを使用し
ていることを確認します。

3. SIPおよびAPIアカウントに強力で一意のパスワードを使用して、アカウントのセキュリティ
を確保します。

4. Windows セキュリティ更新プログラム、AXI スピーカーのファームウェア更新プログラ
ム、および最新の AXIS Audio Manager Proサーバーバージョン (バージョン 4.7 から自動
チェックを有効にする) を定期的にインストールして、システムを最新の状態に維持してく
ださい。

5. サーバーやネットワーク インフラストラクチャへのアクセスを含む物理的なセキュリティ
を確認します。

6. ファイアウォール、ネットワークセグメンテーション、トラフィック監視などのネット
ワークセキュリティを確認します。

7. インストール時にウイルス対策およびDDoS対策ソリューションの必要性を考慮してくださ
い。

8. 責任を意識してサービスを使用するように促してください。例:使用していないときはコン
ピューターをロックし、更新されたブラウザを使用し、疑わしいリンクをクリックせず、
ユーザーを削除するなどしてください。

ネットワーク オーディオに関するサイバーセキュリティ、テクノロジー、ベスト プラクティスの
詳細については、以下をご覧ください。

•
•

IPフィルタリング

IPフィルタリングページでは、管理者は特定のIPアドレスのアクセスをブロックまたは許可して、
サーバーへのアクセスを制御できます。特定のIPアドレスをブロック (ブラックリスト) または許可
(セーフリスト) するルールを作成し、システムのセキュリティを強化して、攻撃、不正アクセス、
ブルートフォースログインのリスクを低減することができます。

手動設定に加え、システムはログイン失敗が繰り返された場合、自動的にIPアドレスを一時的にブ
ロックします。これにより、管理者による介入を必要とせずに、ブルートフォース攻撃から保護
されます。

IPフィルタリングページには、以下の2つのタブが含まれています。
• SSIIPP SSeerrvviicceess ((SSIIPPササーービビスス)):SIPベース通信におけるフィルタリングを設定します。
• WWeebb SSeerrvviicceess ((WWeebbササーービビスス)):管理インターフェースやAPIなど、Webベース接続のフィル

タリングを設定します。
各タブには、ブロックされたIPアドレスと安全なIPアドレスを管理するための同じ構造が提供され
ています。セーフリストには、ブロックされないIPアドレスが含まれています。
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[[WWeebb sseerrvviicceess ((WWeebbササーービビスス))]] > [[FFiilltteerr DDuurraattiioonn ((フフィィルルタターーのの期期間間))]] で、自動でブロックされ
たIPアドレスがブロックリストに保持される期間を指定します。

AXIS Audio Manager Pro
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さらに支援が必要ですか?

axis.com/supportでサポートに問い合わせます。

Axisサポートがお客様の問題を簡単に診断できるように、診断パッケージをダウンロードすること
ができます。

• Windows®のシステムトレイで、 > > [[DDoowwnnllooaadd ddiiaaggnnoossttiicc ppaacckkaaggee ((ササーーババーー
診診断断パパッッケケーージジををダダウウンンロローードド))]] の順にクリックします。

AXIS Audio Manager Pro
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